主　文

被告人を無期懲役に処する。

未決勾留日数中４３日をその刑に算入する。

名古屋地方検察庁で保管中のペテイナイフ１本（平成２１年押第３０号の１）を没収する。

理由

（犯罪事実）

略

（法令の適用）

被告人の所為は第１の所為刑法１９９条，第２の所為は銃砲刀剣類所持等取締法３２条４号，２２条に該当するところ，各所定刑中第１の罪については無期懲役刑を，判示第２の罪については有期懲役刑をそれぞれ選択し，以上は刑法４５条前段の併合罪であるが，判示第１の罪につき無期懲役刑を選択したので，同法４６条２項本文により他の刑を科さないこととして，被告人を無期懲役に処し，同法２１条を適用して未決勾留日数中４３日をその刑に算入し，名古屋地方検察庁で保管中のペテイナイフ１本（平成２１年押第３０号の１）は，第１の殺人の用に供した物で被告人以外の者に属しないから，同法１９条１項２号，２項本文を適用してこれを没収し，訴訟費用は，刑事訴訟法１８１条１項ただし書を適用して被告人に負担させないこととする。

（量刑の理由）

１ 本件は，被告人が，いわゆる刑務所志願の意図の下，たまたま路上で見かけたにすぎない被害者をペテイナイフで殺害したという，殺人（第１），銃砲刀剣類所持等取締法違反（第２）の事案である。

２ 被告人は，借金苦から逃れるべく無為徒食の生活を過ごした挙げ句，自殺も実行しかねたことなどから，生き延びる手段としては最早刑務所に入って生きてゆくほかない，人を殺せば確実に刑務所に入れるなどと考え，偶然見かけただけの何の恨みもない被害者を殺害したものであって，その動機は，あまりに短絡的かつ身勝手極まりない。精神的に追いつめられた状況にあったとはいえ，そのような状況に追い込まれる原因である自らの生活態度を真剣に省みないばかりか，自分が生き延びるための手段として，何の落ち度もない他人の生命を奪うという方法を選択する被告人には，人命軽視の態度が甚だしく，人格面での問題は非常に大きいと言わざるを得ない。

３ また，本件は，殺害態様も非情で悪質である。

被告人は，刑務所に入るために殺人を犯すことを決意すると，手持ちのカッターナイフでは凶器として心許ないと考えてペテイナイフを購入しているほか，犯行場所として人目に付きづらい場所を選択し，さらに，自分よりも小柄な女性である被害者に目を付けると，本件犯行に及んだものであって，卑劣な犯行である。

殺害態様そのものも，「この野郎」，「死ね」などと怒鳴りながら，必死に抵抗する被害者の胸部や頸部等を鋭利なペテイナイフで手加減せずに数回にわたって繰り返し突き刺したという，強固な殺害意図に基づく執拗で非情なものである。被害者の負った傷の数や程度，おびただしい出血量は，被告人の犯行の残忍さを如実に示している。

４ そして，何よりも，本件犯行のもたらした結果は，あまりに重大である。

被害者は，被害当時１９歳といまだ若く，看護師を目指しながら勉学やアルバイトに励み，家族や友人らとの関係も良好で，充実した毎日を送っていたものであり，本件当日も，普段どおりコンビニエンスストアでのアルバイトを終え，帰宅途中に，突如として本件凶行に遭遇し，恐怖と苦痛の中で非業の死を遂げたものである。その被った恐怖心や身体的苦痛は計り知れないし，正に人生もこれからという時期に，何ら落ち度がないにもかかわらず，突然，その可能性に満ちた将来とともに一命を奪われた被害者の無念さや，遠のく意識の中で被害者の胸に去来したであろう家族らに対する愛惜の思いなどは，筆舌に尽くしがたく，誠に痛ましいというほかない。

被害者の父親は，「私は，怒りを抑えることが出来ませんし，かといってこの怒りをどこにぶつけたらいいのかもわからず，はっきり言って腸が煮えくりかえっています。ましてや，看護師の道を選び，その上助産婦の資格も取ろうと頑張り，人の命を助ける仕事をしようとしていた娘がどうして命を奪われなければならないのですか。私も妻もやり場のない怒りで気持ちが休まることは一時もありません。」などと被告人に対する憤りを露わにし，大切に慈しみ育ててきた被害者を失った被害者の遺族の悲しみや憤りは大きく，「極刑以外望む刑はない。」と述べているように，被告人に対する処罰感情は極めて峻烈である。にもかかわらず，被告人はいまだ被害者の遺族に対する具体的な慰謝の措置を何ら講じてはいない。

また，本件は，突如として敢行された通り魔的殺人であって，本件が社会一般に与えた不安感も軽視することはできない。

５ そうすると，被告人の思春期における家庭環境や病歴、そのほか精神的に追いつめられた不安定な心理状態下にあったことなどが，被告人のあまりにも短絡的な本件犯行の動機形成に影響を与えたものと認められることや，自首していること，またなりよりも前科前歴がないことなど被告人にとって酌むべき事情を最大限考慮しても，被告人の本件刑事責任は極めて重大であるというほかなく，被告人に対しては，主文のとおり無期懲役の刑をもって臨むのが相当と判断した。
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